





Structural Complexity in “The Great God Pan”                  




This essay examines structural features of “The Great God Pan,” 
describing the relationship between main characters, the difficulty in 
grasping the time scheme of the story, the interruption in the description of 
strange occurrences, and the significance of letters, memoirs, reports and 
Latin inscriptions. Attention is paid to why the novella has such a 
complicated structure, why readers must appreciate the process of 
rearranging the order of things described in random order and why readers 
should imagine what is not written explicitly in the story due to the 
restrictive morality at the time of the publication. There is also discussion 
of how documents are inserted in the narrative in order to help readers 
understand plot and main theme and understand how the god Pan 
symbolizes situations in which ordinary people are not aware of the 
hidden reality beneath the surface of daily life. The novella should be 
treated as a peculiar story that arouses a sense of mystery rather than being 







	 アーサー・マッケン(Arthur Machen 1863-1947)の出世作である中編小説「パン
の大神」“The Great God Pan”は、英米の幻想文学・恐怖小説・怪奇小説の分野
では古典的な作品の一つになっている。例えば、古くは恐怖小説の大立て者ラ
ヴクラフトも、自身の Supernatural Horror in Literature の中で、マッケンの本作













と退行を遂げる。作中ではその様子が “from woman to man, from man to beast, 







                                                                  




3 Arthur Machen, “The Great God Pan”, Vol. 1 of The Three Impostors and Other 
Stories: The Best Weird Tales of Arthur Machen, ed. S. T. Joshi (Oakland, CA: 































E. Robert は次のように述べている。 
 
I have the feeling that sometimes Mr. Machen is himself frightened at what he 
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 富山太佳夫、「夜、歩く人」『幻想文学』第４号（東京：幻想文学会出版局、
1983 年）63 頁。 
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3 Arthur Machen, “The Great God Pan”, Vol. 1 of The Three Impostors and Other 
Stories: The Best Weird Tales of Arthur Machen, ed. S. T. Joshi (Oakland, CA: 
Chaosium, 2001), 50.	 作品からの引用はこの版により、本文中の括弧内に頁数
を示す。 
アーサー・マッケンの「パンの大神」の錯綜した形式について 3
has evoked, and seeks refuge; but you can divert from great horror only by great 

















記述はない。レイモンドは「灰色の物質に少し傷をつけるだけだ」 “a slight 









ルは、“Memoirs to prove the Existence of the Devil”であり、彼が読み返している
のは知人フィリップス博士 Dr. Phillips からの聞き書きの部分である。その内容
は、友人同士であるヘレン Helen V.とレイチェル Rachel M.、近所の男の子トレ
                                                                  










味深長な “ET DIABOLUS INCARNATUS EST. ET HOMO FACTUS” (14) とい
う文言が書き加えられていた。6 
	 第３章は「復活の都」The City of Resurrections である。第１、２章の舞台は
草深いウェールズの田舎だったが、第３章以降はロンドンが舞台となる。復活
の都とは直接的にはロンドンのことである。章の前半では、かつての友人同士
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けていたのだ。それには序文の形で “Silet per diem universus, nec sine horror 
secretus est; lucet nocturnis ignibus, chorus Ægipanum undique personatur: 




                                                                  
7 空き家での怪奇現象の体験に関しては、作者はブルワー・リットンの『幽霊
屋敷』などの先例を踏まえている。 




































	 第８章は「断片」The Fragments と題されている。作品の締めくくりは、登場
人物の会話や作者の地の文はなく、３件の書類が順に読者の前に提示される形
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れている。これも、クラーク自身の訳であるという建前である。“To the great god 
Nodens (the god of the Great Deep or Abyss), Flavius Senilis has erected this pillar on 
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によってかなりの量の説明を読むことはできるものの、彼は、“ . . . for one 
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“And into this pleasant summer glade Rachel passed a girl, and left it, who shall say 
what?” (49)とあるから、容易に想像はつくのだ。更に例をもう一つ挙げるとす
れば、ヴィリヤーズが入手し、オースチンに見せたことになっている「ボーモ
ント夫人がとびきりの上客にだけしたサービスの報告書」“an account of the 


















































Throughout the novel Machen hints at illicit sex in a way that to us seems coy 



























                                                                  
11 Patricia Merivel, Pan the Goat-God: His Myth in Modern Times (Cambridge: 



































は、“Arthur Machen and the Horror of Deep History” の中で、“The central horror 
about which the narrative circles—the figure of Pan himself—” と述べているが、確
かに我々は「パン」の周りを遠巻きにしているような感覚である。作品中には 
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13 近現代の芸術作品におけるいろいろな種類のパンとその分類法に関しては、
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の本文に多く引用されている手紙や覚書き、新聞記事や碑文の銘などの存在理
由は、作品の構成をより複雑にしつつ、奇怪な内容に奥行きを与える役割も果
たしていると考えられる。作中にはいくつものラテン語の語句や文が挿入され
ていたが、これらの存在理由も同じように考えて良いだろう。その中には英訳
が付けられたものもあったが、そうでないものもあった。ラテン語を要所で用
いるのはマッケン特有の手法であり、以後の様々な作品でも常套手段として用
いられることになる。これは、一種の衒学趣味であるとも言えるが、ラテン語
によって作品に深遠で高尚な雰囲気が備わると同時に、ラテン語という過去の
言語を用いることで、過去を振り返って探求して行こうという態度そのものが
作品全体に込められていることを作者は上手く表現しているとも言えるのでは
ないだろうか。 
	 また、時間の流れについては、物語の中で、語られた時間と、語りの時間が
前後しているために、理解がしづらくなっている面があった。この点に関して
は、ヘレンという女性にまつわる謎を提示しながら、その謎を解き明かして行
く過程そのものが複雑になることで、謎自体を更に深める効果をもたらしてい
ると言えるだろう。このような種類の作品に慣れていない読者ならば、戸惑う
面も多々あるだろうが、この複雑さこそマッケンならではの特質になっている
と考えれば、煩雑だという評価は、ある意味で的外れなものと言えるだろう。 
	 作中の主な登場人物の描き分けに多少の難があった点は、ヘレンをとりまく
人々が結果的に共同する形で謎に挑んで行ったことが要因の一つである。その
中での主要な役割はヴィリヤーズが果たしていた。ただし彼は主人公であると
は言いがたい。彼はいわゆる狂言回しの位置にとどまっているからだ。あるい
は、謎の中心人物であるヘレンが主人公であると考えるべきなのだろうか。い
っその事、現世の影を象徴する「パンの大神」こそが主人公だと見なしてはど
うだろうか。様々な考え方ができるだろうが、筆者としては、この作品には普
通の意味での主人公は存在していないと言いたい。そしてそれに代わるものと
して浮かび上がって来るものは、「パンの大神」に象徴される世界の影の真実
の姿をめぐる不思議な感覚そのものであると考える。この作品は決して単なる
恐怖小説ではないのだ。そして、その真価を十分理解するためには、複雑な構
成、人物の関係や時の流れの把握し難さ、事件の真相が途中までしか明かされ
ないこと、様々な分書類の引用と意味深長なラテン語を読者が自分なりに理解
し納得しながら読んで行けるかどうかが必要条件となっているのである。 
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